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パ ー カ ー氏 の 改 良 一 『サ ンデ ィ ト ン』

中 尾 真 理*

Mr.Parker'sImprovements:JaneAusten'sSanditon

MariNAKAO

要 旨

ジェイ ン ・オーステ ィンの最後の作品 「サ ンディ トン』 はわず か12章 の断片 なが ら、新 しい方 向性

を示 した作品 と言われてい る。特 に、作品 の舞台が海浜 の保養地 とい う設定 にな ってい るのが、 いか

に も 「摂政時代」風であ る。「投機」「消費」「健康志向」「病気 ノイ ローゼ」 「貸本屋」 な ど、 時代 を

表すキー ・ワー ドにも事欠かな い。

しか し、『サ ンデ ィ トン』 は本当 に作者が新 しい局面 を開 こうとした意欲 的な作品なのだろ うか?

『マ ンスフィール ド・パ ーク』『エマ』「説得』 などの作品 で積 み重 ねて きたオーステ ィンの世 界 は、

「サ ンデ ィ トン』で はまった く継承 されて いないのだろ うか?

本稿 は以上 の問題 にっ いて(1)土 地 の改良、(2)ヒ ロイ ンの人物像の2点 か らの検証 を試 みた

ものであ る。

(一一)二 二つ の 評 価

ジェ イ ン ・オ ー ス テ ィ ン(JaneAusten)は 亡 くな る数 ヵ月 前 に 『サ ンデ ィ トン(Sanditon)』

を書 き始 め たが 、 ニ ヵ月 後 もた た な い うち に そ の 執 筆 を 断 念 しな けれ ば な らな くな っ た。 一 年

前 か ら患 って い た ア デ ィ ソ ン病 が悪 化 した た め で あ る。 そ の た め にSanditonは た っ た12章 で

中断 さ れ た。

断 片 と しか言 い よ うの な い この未 完 の作 品 にっ いて 、 これ まで の批 評 家 の意 見 は二 通 りあ る

よ うに思 わ れ る。 まず 、 この作 品 が オ ー ス テ ィ ンの 他 の 小 説 の六 分 の0ほ ど の長 さ しか な い の

で1)、 そ こか ら全 体 像 を傭 鰍 す るの は難 しい と い う こ と は誰 もが 認 め た うえ の話 な の だ が 、 ひ

とっ に は オ ー ス テ ィ ンは これ ま で にな い新 しい試 み を して い る とい う意 見 。 また、二 っ 目 には、

ロマ ンテ ィ ッ クな感 情 を重 視 した前 作 『説 得(Persuasion)」 の後 で 再 び 理 知 的 で 皮 肉 な ス タ

イル に戻 った とい う意 見 で あ る。

初 め の方 の意 見 と して は まず 、`Shehasgrowntoofamiliarwiththewaysofherworld;'・
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そ して`ThereisanewelementinPersuasion,'と い う例 の ヴ ァー ジニ ア ・ウル フの晩年 のオ ー

ステ ィ ンに対 す る評(TheCommonReader,1925)が あ る。(も っ と も これ は特 に 『サ ンデ ィ

トン』 に言 及 した と い うわ けで はな い)E.M.フ ォー ス ター も作 品 の 舞 台 が 海 浜(sea-front)

に あ る こ と に注 目 し、 「地 形 半 分 、 ロ マ ン ス半 分 と い う二 種 類 の 雰 囲 気`adouble-flavoured

tastehalftopography,halfromance'2)」 が 醸 し出 され て い る こ と に新 し さ を感 じて い

る。 しか し事 件 や登 場 人 物 に っ い て は、 これ まで の作 品 の繰 り返 しにす ぎず 、肝心 の機 知 も鈍 っ

て しま って い る と、 作 品 に オ ー ス テ ィ ンの病 気 の 影 響 が あ る こ と を認 め て の論 評 で あ る。 次 に

マ ー ガ レ ッ ト ・ ドラ ブル はペ ンギ ン版 の 序 文 で 、 この作 品 は 「Sanditonそ れ 自身 が 体 現 して

い る変 化 の気 風(spiritofchange)を 表 して い る(ア ンダ ー ラ イ ンは筆 者)」 と述 べ て い る3)。

以 上 は 『サ ンデ ィ トン』 に新 しい境 地 が 開 か れ た こ とを 積 極 的 に評 価 しよ うとい う意見 で あ る。

も う一 方 の 評 価 は、 デ イ ヴ ィ ッ ド ・セ シ ル(DavidCeci1)4)や レイ チ ェ ル ・ ト リ ケ ッ ト

(RachelTrickett)5)の よ うな や や古 い 時代 の人 た ちの 意 見 で 、 オ ー ス テ ィ ンは最 後 の作 品 『サ

ンデ ィ トン』 で彼 女 本 来 の領 域 で あ る風 刺 喜 劇 の ス タ イル に戻 っ た と い う もの で あ る。 病 人 を

め ぐる風 刺 、 過 度 に ロマ ンテ ィ ッ クな文 学 作 品 の 流 行 に対 す る風 刺 が 一・、 五 、 七、 八、九章 と、

小 説 のか な りの部 分 を 占 め て い る こ と、 ま た そ の風 刺 も少 女 の こ ろ の習 作 を思 わせ る辛 辣 か っ

未 消 化 な もの で あ る(RTrickett)と い うの が そ の主 な論 拠 で あ る。 中 で もA.W.リ ッッ(A.

WaltonLitz)は 『サ ンデ ィ ト ン』 執 筆 の わ ず か 一 年 前 に書 い た 「小 説 の構 想(`Planofa

Novel')」 ロマ ンテ ィ ッ ク小 説 の 典 型 を 構 想 す る と い う形 で発 表 の意 図 が な い ま ま書 か れ

たバ ー レス ク風 の覚 書 の存 在 と結 びっ け、 オ ー ス テ ィ ンは病 気 か ら くる気 諺 を追 い払 うた

め に 「個 人 的 な慰 め」 と して 『サ ンデ ィ トン」 を書 い た の で はな いか と考 え て い る6)。 、

以 上 二 種 類 の評 価 は決 して も う一 方 の意 見 を全 面 的 に否 定 す る もの で は な く、 互 い に他 方 の

意 見 を半 ば認 め た うえ で ど ち らか に力 点 を置 く とい う程 度 の違 いで あ る。

と ころで 、 最 近 は上 記 二 通 りの意 見 の うち の最 初 の方 、 っ ま り 『サ ンデ ィ トン』 に新 しい方

向 性 を認 め る考 え 方 に沿 っ た研 究 が 次 々 と な さ れ て い る。 しか も歴 史社 会 学 的 な 観 点 か らの 研

究 に注 目が 集 ま って い る。 それ に は近 年 「摂 政 時 代(Regency)」 と い う歴 史 的 な 時 代 区 分 へ

の関 心 が 深 ま っ た こ と と も関 係 が あ る よ うだ。 「摂 政 時 代 」 は そ れ ま で の イ ギ リス に な い 新 し

い消 費 型 の社 会 を生 ん だ 。 そ の 時 代 に人 気 を集 め た海 辺 の保 養 地 を舞 台 とす る 『サ ンデ ィ トン』

に も新 しい時 代 の影7)が 読 み取 れ る とい うの が そ れ らの研 究 の 態 度 で あ る。

な る ほ ど歴 史 的 に見 る と、 オ ー ス テ ィ ンが 作 家 と して活 躍 した の はち ょ う ど イギ リスの摂 政

時 代(1811-20年)に あた る。 この 時 代 は摂 政 皇 太 子 の派 手 な振 る舞 い や ブ ライ ト ンそ の他 の

保 養 地 の 隆 盛 が 物 語 る よ う に、 そ の 後 の ヴ ィク ト リア時 代(1837-1901年)の 堅 苦 しい道 徳 観

念 と も、 また そ れ 以 前 の 時 代 の 道 徳 観 念 と も違 う特 別 な風 潮 を も った 時代 と考 え られ る。 消 費

生 活 の 重 要 性 、 リゾ ー ト社 会 の 到 来 な ど、 これ ま で の社 会 に は な い新 しい現 象 が生 ま れ た 時代

で も あ る。 この よ う に この 時 代 の 特 徴 に焦 点 を あ て、 そ こか らオ ー ス テ ィ ンの小 説 を眺 め 直 そ

うと い うの が 、 最 近 の オ ー ス テ ィ ン研 究 の流 れ で あ る8)。

確 か に 『サ ンデ ィ トン』 は オ ー ス テ ィ ンの 作 品 の中 で も、 最 も新 し く、 最 も 「摂 政 時代 風 」

な題 材 を扱 って い る。 『サ ンデ ィ トン」 の新 しい方 向性 を 研 究 す る こ とで 、 こ れ ま で ど ち らか

と い うと農 村 の 保 守 的 な 地 主 階 級 の モ ラル を 表 して い る と考 え られ て きた オ ー ス テ ィ ンの世 界

に新 たな 広 が りが 見 い だ され るか も しれ な い と い う期 待 もわ い て くる。 『サ ンデ ィ ト ン』 が 注

目 され る所 以 で あ る。

摂 政 時 代 はわ ず か10年 とい う短 い 期 間 な が ら、 経 済 の変 革 期 で あ った。 「レ ジ ャ ー ブ ー ム 」

「投 機 」 「消 費 」 「リゾ ー ト」 「健康 志 向」 「病 気 ノイ ロ ー ゼ(hypochondria)」 な'どの 今 日的 な
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キ ー ・ワー ドが、 そ の ま ま摂 政 時代 の特 色 を あ らわ す も の と して 使 用 可 能 で あ る。塾21世紀 を 目

前 に控 え た現 代 の読 者 に と って も、 「摂 政 時 代 」 の意 味 す る と ころ はひ ど く魅 惑 的 で あ る。

と はい え、 これ ま で安 定 した農 村 地 主 の世 界 の み を 描 いて き た オ ー ス テ ィ ンが 晩 年 に な っ て

よ うや くイ ギ リス社 会 の変 革 に気 づ き、 この作 品 に よ って デ ィ ケ ンズや ジ ョー ジ ・エ リオ ッ ト

の よ うな社 会 派 小 説 家 に変 貌 す る可 能 性 もあ った の で はな いか も し生 きて いれ ば の話 だが

と言 うの は短 絡 的 に す ぎ るだ ろ う。 い った い 『サ ン デ ィ トン」 に新 局 面 が うか が え る と し

て、 そ れ は どの程 度 の もの な の だ ろ うか。 本 稿 は、 この 疑 問 に答 え る た め に、 『サ ンデ ィ トン』

を読 み 直 して み る こ とにす る。 田舎 を離 れ、 舞 台 を 当世 風 の 海 水 浴 場 に移 した 『サ ンデ ィ トン』

で は、 『マ ンス フ ィ ール ド ・パ ー ク(MansfieldPark)』 『エ マ(Emma)』 『説 得 』 な ど の 先 行

作 品 に示 さ れ て い た オ ー ス テ ィ ン的 な世 界 は継 承 され な か った の か。 ま た、 継 承 され なか っ た

と して、 ど の よ うに して突 如 『サ ンデ ィ トン」 に お い て、 こ れ ま で の オ ー ス テ ィ ン的 世 界 が

「摂 政 時 代 風 世 界」 に 「変 貌」 して しま った の か 、 あ る い は 「変 貌 」 な ど して い な い の か 、 と

い う点 につ い て考 え て み た い。

方 法 と して は、 これ まで の作 品 の中 心 的 テ ー マ で あ った(1)土 地 の 改 良 と、(2)ヒ ロイ

ンの2点 を手 掛 か りに検 討 を進 めて い く こ とに す る。

(二)さ まざまな改良

オ ー ス テ ィ ンが 描 くの は 田舎 に土 地 と邸 宅 を持 ち、 しか も一 定 の年 収 が あ って暮 ら して い る、

い わ ゆ る ジ ェ ン トリー階 級 の家 族 で あ る。 オ ー ス テ ィ ンは ど の作 品 で もそ う した 田舎 の地 主 の

一 家 を と りあ げ
、 そ の 存 続 と継 承 の 問 題 に多 大 の関 心 を払 って きた。 地 主 で あ るか らに は一 家

の繁 栄 は土 地 の 経 営 と密 接 に結 びっ いて い る。 家 長 は土 地 を改 良 し、 よ り うま く土 地 を経 営 す

る こと に よ って 、 一 家 の 繁 栄 を 願 っ た。 「改良(improvements)」 とい うの は 、 農 村 の 土 地 の

経 営 を うま く改 良 して 収 入 を 上 げ る と い う意 味 で 、 農 業 革 命 の 一一で もあ った が、 よ り芸 術 的

な方 面 で は地 主 た ちが 領 地 や 庭 園 を 「絵 画 風(picturesque)」 に 「改 良」 す る と い う こ とを 意

味 して い た。 オ ー ス テ ィ ンはW.ギ ル ピ ン(WilliamGilpin)の 著 作 を 通 じてpicturesqueの

流 行 に は深 い関 心 を 抱 いて お り、 どの 作 品 で も地 主 た ち の 邸 宅 とそ の 土 地 が う ま く調 和 して

「絵 画 の よ うな趣 き」 を醸 して 出 して い る か ど うか に注 意 を 払 って い た。 ち ょ う ど造 園 の 世 界

で は、 人工 的 な 装飾 美 を排 除 した 「自然 の 美 」 が もて はや され、 フ ラ ンス風整 形式 庭園 か らも っ

と 自然 で英 国風 な風 景 式 庭 園(英 国式 庭 園)へ の 改 修 が 盛 ん に行 わ れ て い た時 代 で あ る。

オ ー ス テ ィ ンは作 品 の 中 で地 主 た ち の 邸 宅 や 庭 園 、 それ を囲 むパ ー ク の景 観 の美 しさ を、 そ

こ に住 む人 の 内面 を示 す象 徴 と して よ く利 用 した。例 え ば 『自負 と偏見(PrideandPrejudice)」

の エ リザ ベ ス ・ベ ネ ッ ト(ElizabethBennet)は 「自然 の美 が っ ま らな い趣 味 な ど で損 な わ れ

て いな い」(Vol.皿,Chap.1)ペ ンバ リー屋 敷 の 堂 々 と した美 しい景 観 を 見 て 、 そ の所 有 者 で

あ る ダ ー シ ー氏(Mr.Darcy)の 人 格 の高 潔 さ を納 得 す る。 ペ ンバ リー屋 敷 の 「自然 の美 」 が

決 して 自 然 の 賜 物 な ど で は な く、Mr.Darcyの 手 で 整 備 さ れ 、 維 持 さ れ て い る こ と を

Elizabethは よ く知 って い た か らで あ る。

『ノー サ ンガ ー ・ア ベ イ(NorthangerAbbey)』 の テ ィ ル ニ ー将 軍 は 自邸 の す べ て 台

所 も例 外 で はな い を くま な く機 能 的 に 改 良 して い る。 彼 は菜 園 や 温 室 に もぜ い た くな設 備

投 資 を して、 常 に最 新 の流 行 を取 り入 れ る有 能 な土 地 経 営 者 で あ る。

MansfieldParkで は庭 園 の改 良 が 題 材 の ひ とつ に取 り上 げ られ、 庭 を 「絵 画 風(ピ ク チ ャ

レス ク)」 に改 良 す る こ と に熱 中 す る人 々 の様 子 が描 き出 さ れ て い た。 お 金 の 力 で 有 名 な 造 園
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家 を雇 って庭 を 改良 し よ う とす るMr.Rushworth、 改 良 とい って も 自分 の 手 で 改 良 す る の で

な け れ ば意 味 が な い と考 え るEdmund、 流 行 に敏 感 な あ ま り 自邸 の庭 を と う に改 良 して しま っ

たMr.Crawfordな ど で あ る。

EmmaのMr.KnightleyはWilliamLarkinsを 右 腕 に、 た え ず 自分 の 農 場 の 改 良 に努 め て

い る模 範 的 な地 主 で あ るが 、PersuasionのSirWalterElliotは 自分 の土 地 の改 良 を 怠 った 感

心 しな い地 主 の 例 で あ る。そ の た め に彼 は経 済 的 に行 き詰 ま り、 先 祖 伝 来 の屋 敷 を他 人 に貸 さ

な け れ ばや って い け な い は め に陥 って しま った。EmmaのMr.Knigh七leyは 地 方 判 事 と して

地 域 の防 犯 や 福 祉 に た えず 力 を注 い で い る が、SirWalterは 村 人 に 対 す る最 低 限 の地 主 の 義

務 で さえ、 娘 のAnneに 任 せ て い る始 末 で あ る。

オ ー ス テ ィ ンは ま た、 改 良 と い う言 葉 を地 所 や 庭 の改 良 の範 囲 に止 め ず、 登 場 人 物 の性 格 を

改 良 す る と い う意 味 で も用 いて い る。MansfieldParkの 第 三 部 で はMr.CrawfordがFanny

に求 婚 し、 良 心 的 な 地 主 に生 まれ 変 わ ろ うとす る が、 この場 合 、(代 理 人 任 せ だ っ た 土 地 の 経

営 を 自分 の 手 で 行 う と い う形 で の)土 地 の改 良 は彼 の人 格 の改 良 に も通 じ るわ け で あ る。 も っ

と も、 こ の感 心 な計 画 は結 局 、 途 中 で 投 げ 出 さ れ て しま うの だ が。

(三)Mr.Parkerの 改 良

「改良 」 に っ い て の オ ー ス テ ィ ンの考 え が以 上 の よ うな もの で あ る と す る と、Sanditonに

登 場 す る地 主(作 中 の オ ー ス テ ィ ンの用 語 に よ る とLandHolder)Mr.Parkerが 行 っ て い る、

Sanditonを 当世 風 の海 水 浴 場(fashionableBathing-place)と して 売 り出 そ う と い う一 大 計

画 も、 地 主 の改 良 の ひ とっ と考 え られ る の で は な い だ ろ うか。 この計 画 に つ い て テ キ ス トは、

次 の よ うに説 明 して い る。

SanditonwasasecondWife&4ChildrentohimhardlylessDear.&certainly

moreengrossing.Hecouldtalkofitforever.Ithadindeedthehighestclaims;

notonlythoseofBirthplace,Property,andHome,itwashisMine,hisLottery,his

Speculation&hisHobbyHorse;hisOccupationhisHope&hisFuturity.(Chap.2,

p.372)(ア ン ダ ー ラ イ ン は 筆 者)

これ はMr.Parkerが 新 し く知 り合 い に な っ たHeywood一 家 に向 って 、 自 分 が 今 推 進 中 の

海 岸 の 保 養 地Sanditonの 建 設 にっ い て熱 らぽ く語 る場 面 で あ る。Sanditonこ そ 彼 の 情 熱 の す

べ て で あ り、 彼 の仕 事 で あ り、 彼 の希 望 、 彼 の未 来 で あ った と い う。 「彼 の 投 機 で あ り、 道 楽

で あ った」 とい う言 葉 が使 わ れ て い る こ とが 注意 を ひ く。 この 作 品 で はspeculationと い う言

葉 は実 に頻 繁 に使 わ れ るの で あ る。

Mr.Parkerは 「立 派 な 家 の出 で 、 大 金 持 ち と い うほ ど で は な い が 気 楽 な 身 分 の 人 で 職

業 に は つ い て い な か った」(Chap.2,P.371)。 そ の 彼 が住 み 慣 れ た 屋 敷 を 捨 て 、 住 ま い を海 岸

沿 い に 移 し、 そ のSanditon村 を ブ ラ イ トンや イ ー ス トボ ー ンに 匹敵 す るよ うな フ ァ ッ シ ョナ

ブル な リゾー ト地 に変 身 させ よ う と奮 闘 す る。 財 産 の あ る彼 に と って それ は 「投 機 」 で あ り、

しか も 「道 楽 」 で もあ った の だ ろ う。GeneralTilneyに と っ て 菜 園 作 りが 道 楽 で あ っ た の と

同 じ意 味 で、 サ ンデ ィ トンを保 養 地 と して売 り出す こと が彼 の道 楽 だ った の で あ る。Sanditon

村 と、Mr.ParkerがSanditon村 を 開発 した経 緯 に っ い て は、 次 の よ う に説 明 され る。
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Averyfewyearsago,&ithadbeenaquietVillageofnopretensions;butsomenatural

advantagesinitsposition&someaccidentalcircumstanceshavingsuggestedtohimself,

&theotherprincipalLandHolder,theprobabilityofits'becomingaprofitable

Speculation,theyhadengagedinit&planned&built,&praised&puffed,&.raiseditto

aSomethingofyoungRenown(Chap.2,p.371)(ア ン ダ ー ラ イ ン は 筆 者)

も う ひ と り の 主 だ っ た 地 主(theotherprincipalLandHolder)と はLadyDenhamの こ と

で あ る。 投 資 家 と して のLadyDenhamを 、 相 棒 で あ るMr.Parkerは こ う評 して い る 。

Shehasafineactivemind,aswellasafinehealthyframeforaWomanof70,&enters

intotheimprovementofSanditonwithaspirittrulyadmirablethoughnow&then,

aLittlenesswillappear.ShecannotlookforwardquiteasIwouldhaveher&takes

alarmatatriflingpresentexpense,withoutconsideringwhatre七urnsitwillmakeherina

yearortwo.(Chap.3,p.376)(ア ン ダ ー ラ イ ン は 筆 者)

Mr.Parkerに よ る と、LadyDenhamは70歳 と い う年 齢 に して は 健 康 で 活 動 的 だ が 、 お 金

に執 着 す るあ ま り、 こせ こせ した と こ ろが あ る。 目前 の 経 費 に こだ わ る あ ま り、1、2年 後 に

そ れ が どれ ほ どの利 益 を もた らす か とい う こ と に思 い至 らな い の だ、 と い うので あ る。

こ こでMr.Parkerが 語 って い る の は、 今 は多 少 の経 費 を か け てSanditonを 「改 良 」 し、

1、2年 後 に利益 を 回収 しよ う とい う、 いか に も投 資 家 ら しい考 え で あ る。 この よ うに見 て行

くと、Mr.Parkerは 先 祖 伝 来 の土 地 と屋 敷 を捨 て て、 流 行 と 消 費 の リ ゾ ー ト村 建 設 に乗 り 出

した 、 新 し い タ イ プ の 地 主 資 本 家 の 典 型 の よ う に思 わ れ る。OliverMacDonaghやRoger

Salesが 用 い た歴 史 区 分 、 「摂 政 時代 」 と い う切 り方 が 意 味 を持 っ よ う に思 わ れ る の は こ う い

う読 み 方 を した と きで あ る。,

(四)SanditonHouseの 位 置

Sanditonの 開 発 を思 い立 ったMr.Parkerは 、2年 前 に海 岸 か ら2マ イ ル離 れ た くぼ み に あ

る 「いか に も住 み 心 地 の よ さそ うな 家(verysnug-lookingPlace)」(Chap.4,p.379)を 引 き

払 い、 海 岸 沿 い に ホ テル と滞 在 客 用 の 家 具 っ き住 宅(lodginghouses)を 何 軒 か建 て、 自 ら も

海 岸 の散 歩 用 テ ラ スの 上 の 見 晴 ら しの よ い高 台 に、 トラフ ァル ガ ー ・ハ ウス とい うモ ダ ンな家

を建 て て 移 り住 ん だ。 低 い土 地(く ぼ み)に あ る 旧居 が 「し っか り と囲 い こま れ、 樹 木 も豊 富

で 、庭 も果 樹 園 も牧 場 も豊 か に茂 り、 この よ うな住 ま い にふ さ わ しい飾 り とな って い る」(10C.

cit.)の に対 し、 新 居 の 方 は 「丘 の 斜 面 の 一 番 高 い地 点 に建 っ 小 さ な瀟 洒 な建 物 で 、 こ じん ま

りと した芝 生 に立 ち、 周 囲 に は植 え たば か りの若 木 が ぐる り と取 り囲 ん で い る」(Chap.4,P.

384)と 描 写 され る。

言 うまで もな い こ とだ が 、 低 い谷 間 に建 って い た古 い邸 宅 を見 晴 ら しの よ い高 台 に移 し、 古

風 な左 右 対 称 の整 形 式 庭 園 を新 しい風 景 式 庭 園 に改 修(改 良)す る こ とが流 行 した の は18世 紀

の こ とで あ る。MansfieldParkでMr.Rushworthが 低 い 谷 間 に建 っSothertonの 屋 敷 を い

か に も古 臭 い もの の よ うに眺 め 実 際 、 エ リザ ベ ス朝 時代 の建 物 な の だ 「牢獄 の よ うだ」

と嘆 い て い た のが 思 い 出 さ れ る。 従 って、Mr.Parkerが 海 を眺 め る 高 台 へ 家 を 移 した こ と 自

体 は、 時 代 の流 行 を敏 感 に反 映 した もの で は あ る と して も、 「摂 政 時 代 」 に特 有 の 風 潮 と い う
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ほ ど新 しい もの で は な い。 す で に18世 紀 か らそ うい う傾 向 は あ った の で あ る。

そ れ にMr.Parkerは 先 祖 伝 来 の 土 地 を 捨 て てSanditonに 移 っ た の で は な く 、 同 じ

Sanditonの 自分 の 土地 の 中 で 海 岸 寄 り に家 を 移 した だ けな の で あ る。 じ っ さ い、Mr.Parker

自身 、 この移 転 を庭 園 の改 修 と同 じよ うに 「改 良 」 とみ な して い る。 彼 に して み れ ば、 自分 の

土 地 を た だ大 規 模 に 「改 良 」 した だ け の こ とな の だ 。Mr.ParkerがCharlotteに 向 か っ て 、

弟 のSydneyは 移 転 に批 判 的 だ と語 る と こ ろ にそ れ は示 され て い る。

He[Sydney]pretendstolaughatmyimprovements.(Chap.4,p.382)

低 い くぼ み に あ る もと の屋 敷 と海 岸 の高 台 に あ る現 在 の屋 敷 トラ フ ァル ガ ー ・ハ ウス は、 実

際 に は2マ イ ル しか離 れ て い な い。 しか も どち ら もMr.Parkerの 土 地 で あ る。Mr.Heywood

が 生 まれ て か ら57年 間 もWillingdenに 住 み 続 けて い る よ うに、Mr.Parkerも 生 ま れ て か ら35

年 間、 同 じSanditon村 に住 み続 けて い る。 た だ 多 少 奥 地 に い るか 、 海 岸 寄 りに 出 て く るか と

い う違 い だ け な の だ。

地主 と して もMr.Parkerは 決 して 無 能 で は な い。 彼 はSanditon村 の こ とを じつ に よ く知 っ

て い る。 例 え ば 、 妻 のMrs.Parkerは も との住 ま い を懐 か し く思 い 、.特 に 庭 で と れ た豊 富 な

野 菜 や果 物 の こ とを思 い 出す の だ が、Mr.Parkerは 近 所 の知 り合 い(LadyDenham)の 庭 師

に野 菜 を わ け て も ら うよ うな こ とは や め、 村 の食 料 品 店(oldStringer&hisson)で 買 い物

を す るよ うに と助 言 す る(Chap.4,p.382)。

これ は一 見 す る と、Mr.Parkerが お か か え の 庭 師 に必 要 な 野 菜 を栽 培 させ て い た 昔 の 生 活

を 旧式 な もの と考 え、 必 要 な もの は店 で買 う新 しい ス タイ ル(消 費 生 活 様 式)に 切 り替 え よ う

と して い るの だ と も受 け と れ る。 だ が 、 食 料 品 店 の 経 営 者OldStringerと そ の 息 子 はMr.

Parkerの 土 地 の 借 地人 で あ る こ とを 考 え れ ば 、 彼 が 地 主 と して 借 地 人 の生 活 を 思 い や る の に

な ん の不 思 議 もな い。 ま してMr.ParkerはOldStringerに 保 養 客 目当 て の店 を 出 す よ う に薦

め た とい う経 緯 が あ る。 「Sanditon開 発 計 画 」 の事 業 主 と して、 食 料 品店 の そ の後 の成 り行 き

に責 任 を感 じ るの は 当 た り前 で あ る。

Mr.Parkerは 確 か に時 代 の 趨 勢 に敏 感 な 、 新 しい型 の地 主 で あ る。 だ が 、 か つ て の封 建 時

代 的 な農 村 地 主 と して の役 割 をす べ て放 棄 して しま った わ け で はな い。 彼 は現 在 も村 人 た ち の

生 活 や そ の福 祉 に気 を配 って お り、12章 で は村 の生 活 困 窮 者 「気 の毒 な マ リ ン の一 家 の 状 況

(thepoorMullins'situation)」 にJL・を痛 め、 寄 付 を募 ろ う と骨 を折 って い る様 子 が 描 か れ て

い る(Chap.12,p.423)o

同 じよ うに見 逃 す わ け に い か な い点 と して、 この事 業 の も う ひ と りの 出 資 者LadyDenham

の 屋 敷SanditonHouseと 、 海 岸 の保 養 地 と の位 置 関 係 が あ る。LadyDenhamと い う女 性 は

た い した教 育 も受 けな か った に もかか わ らず、若 い ころSanditonの 教 区 に大 きな荘 園 とマナ ー ・

ハ ウ スを 持 っ お金 持 ち ど結 婚 して財 産 を獲 得 し た。 そ の後 、 彼 女 は 土 地 の 名 士 で あ っ たSir

HarryDenhamと 再 婚 し、 レイ デ ィの 称 号 も手 に入 れ た。 結 婚 に よ って 財 産 と社 会 的 地 位 を

手 に入 れ たLadyDenhamは(も う70歳 で あ るが)賢 い女 性 と言 え る だ ろ う。(も っ と も主 人

公 のCharlotteはLadyDenhamを 露 骨 な拝 金 主 義 者 で 、`mean'だ と考 え て い る)

このLadyDenhamの 住 むSanditonHouseは 丘 の 中腹 に あ る。 そ れ は、 投 機 の た め に 建 て

られ た見 晴 ら しの よ いlodginghousesの 立 ち並 ぶ 一 帯 か ら少 し離 れ た 、 古 い お 屋 敷 で あ る。

だ が、 距 離 的 に見 れ ば、SanditonHouseは 海 岸 か らそ れ ほ ど遠 いわ けで は な い。 保 養 客 が 散

歩 す る海 岸 の テ ラス は歩 い て行 け る距 離 に あ り、Mr.Parkerの トラ フ ァル ガ ー ・ハ ウ ス か ら
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もわ ず か半 マ イ ル しか離 れ て い な い。 要 す る にLadyDenhamの 住 む古 い マ ナ ー ・、ハ ウス も、

Mr..Parkerの 古 い屋 敷 と同 じ くSanditon村 の0部 に あ って く ホ テ ルや10dginghouseの 客 と

同 じ コ ミュ ニ テ ィを 形 成 して い る の だ 。 逆 に言 え ば 、LadyDenhamは 自宅 の す ぐ近 く に

lodginghousesを 建 て て 、Mr.Parkerの 投 資 計 画 に一一口 乗 った とい うわ けで あ る。

この よ うに見 て くる とSanditonと い う海 浜 の村 と、 地 主 のMr.Parker家 、LadyDenham

家 の関 係 が 見 え て くる よ う に思 わ れ る。Sanditon村 は海 辺 の リゾー ト村 と は言 って も、 ブ ラ

イ ト ンや イ ー ス トボー ンとい った有 名 海 水 浴 場 と は異 な り、 依 然 と して 田舎 の小 さ な村 な の で

あ る。 そ の お もだ った住 人 オ ー ス テ ィ ンの いわ ゆ る 「田舎 の2、3家 族 」 は第 一 に

Parker家 で あ り、 第 二 にLadyDenham家 、 さ ら に財 政 的 に は 少 し苦 しい がSirEdward

Denham家 が あ るわ けで あ る。 これ はHighberyやLongbourneと さ して変 わ らな い 状 況 で は

な い だ ろ うか。}GeneralTilneyが 「道 楽 」 で 庭 に最 新 式 の温 室 や あず ま や(tea-house)を 作 っ

た よ うに、Mr.Parkerも 「道 楽 」 で ホ テ ル やloginghousesや 水 浴 用 の 馬 車(machines)を

自分 の土 地 に しっ らえ た の だ。Sanditonに 描 か れ た貸 本 屋(library)や 海 辺 の 遊 歩 道 は 「摂

政 時 代 」 特 有 の 風 俗 だ が 、 目新 しさ と い って もそ の程 度 で、 オ ー ス テ ィ ンの世 界 を形 成 す る小

さ な社 会 の 本 質 は変 わ って い な い ので あ る。

(五)ヒ ロ イ ン と して シ ャ ー ロ ッ ト

次 に ヒ ロ イ ンのCharlotteを 考 え て み よ う。 オ ー ス テ ィ ン は 前 作Persuasionで 、Mrs.

Croftと い う新 しい型 の女 性 を登 場 させ た。 海 軍 提 督 の 妻Mrs.Croftは ミ 「奥 様 は き っ と随 分

ご旅 行 を され た ので し ょ うね?」 と い う田舎 地 主 の妻 の 問 い に対 して、 次 の よ う に答 え て いた

の が印 象 的 だ っ た。

Prettywell,ma'am,inthefifteenyearsofmymarriage;thoughmanywomenhavedone

more.IhavecrossedtheAtlanticfourtimes,andhavebeenoncetothe..EastIndies,and

backagain;andonlyonce,besidesbeingindifferentplacesabouthomeCork,and

Lisbon,andGibraltar.ButIneverwentbeyondtheStreightsandneverwasintheWest

Indies.WedonotcallBermudao.rBahama,youknow,theWestIndies.(Persuasio.n,Vol.

1,Chap.8)

バ ー ミ ュー ダは西 イ ン ド諸 島 と は言 え な い 、 リ ス ボ ンや ジ ブ ラ ル タ ル は ご く近 く(about

home)だ し、 東 イ ン ドへ は一 度 しか行 った こ とが な い と考 え る よ うな、 視 野 の 大 き な 勇 ま し

い女 性 がPersuasionに は登 場 して い た ので あ る。Mrs.Croftだ けで はな い。Persuasionに は

初 めて 、 職 業 を もっ 女 性 ル ー ク看 護婦(nurseRooke)が 登 場 し、Anneは 尊 敬 の 気 持 ち の 交

じ った好 意 的 な 目 で見 っ め て い た の だ。 そ の後 に続 くSanditonで あ る か ら、 こ こで オ 「ス テ ィ

ンが どん な新 しい女 性 を描 くの か 、 これ も興 味 の あ る問 題 で あ る。

オ ー ス テ ィ ン は これ まで の 作 品 で 常 に ヒロ イ ンが 自分 で 考 え、 判 断 し、 行 動 す る こ とを求 め

て き た。HenryTilneyの 支 援 を得 て一 人 前 の女 性 に成 長 す る17歳 のCatherineMorlandを 始

め、27歳 の 孤 独 な ヒロ イ ンAnneElliotま で、・オ ー ステ ィ ンは常 に ヒロ イ ンの精 神 的 な 自立 の

問 題 に関 わ って き た と も言 え る。 そ の間 、 作 品 と と もに ヒ ロイ ン像 も成 長 し、 特 に ヒー ロー と

の関 係 で は 「教 え 諭 す もの 」 と 「教 え導 か れ る もの」 と い う関係 か ら、 対 等 な 関係 へ、 さ らに

ヒロ イ ンの方 が ヒー ロ ー を受 け と め る、 従 来 の通 念 とは逆 の 関係 へ と発 展 して きた。 この最 後
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の場 合 は、 例 え ば、MansfieldParkのFannyPriceとEdmundの 関係 で あ る。Fannyは 始 め

こそEdmundに 教 え られ、 全 面 的 に頼 って い るが、 素 人 芝居 以 後 はEdmundの 助 言 を 当 て に

す る こ とを諦 め て い る。Persuasionも 同 様 の ケ ー スで 、AnneElliotに は最 初 か ら頼 れ る父 も、

信 頼 で き る相 談 者 もな い。 この よ うに男 性 か ら精 神 面 で の援 助 を期 待 で きな くな った ヒロ イ ン

像 は今 後 ど の よ うに発 展 して い くの だ ろ うか 。 世 界 の海 を旅 行 したMrs.Croftの 視 野 と経 験 、

ル ー ク看 護 婦 の職 業 経 験 、AnneElliotの 静 か な 自 己信 頼(self-reliance)、 こ う した もの は

Sanditonの ヒ ロイ ンに どの よ うに生 か され、 継 承 され て い くの だ ろ う か 、 と い う疑 問 も当 然

生 じて くる。

残 念 な が ら、Sanditonの ヒ ロイ ンCharlotteHeywoodに つ い て は年 齢 が22歳 、 控 え め だ が

冷 静 な判 断 ので き る女 性 と い うこ と しか わ か って い な い。 な に しろ、12章 で終 わ って いるの だ。

ヒー ロー とお ぼ し き男 性 の登 場 もな い。SydneyParkerが 一 応 、 そ れ ら しい存 在 だ が、 や っ と

12章 で 顔 を 出 した だ けで 、 ま だ どん な人 物 に な るか わか らな い。 オ ー ス テ ィ ン家 に伝 わ る話 で

は、Sanditonの 題 と して 作者 が 考 え て い た の はTheBrothersで あ った とい う。 そ うだ とす る

と、Parker兄 弟 の ひ と りのSydneyParkerが 、12章 以 後 で か な りの活 躍 を す るだ ろ う と い う

こ と は想 像 で き る。 だが 、 それ も想 像 にす ぎ な い。

Charlotteは 早 く も7章 で、LadyDenhamの 性 格 が ど う もMr.Parkerの 話 と くい違 う と悟

り、`Imustjudgeformyself.'(Chap.7,P.402)と 決 心 を 固 め て い る。 彼 女 は 続 い てSir

EdwardDenhamもArthurParkerも っ ま らな い人 間 だ と見 切 りを っ け る 。 だ が 、 彼 女 の こ

の い さ ぎ よ い判 断 は果 た して 正 しい もの な のだ ろ うか 。 どの点 か ら見 て も薄幸 の ヒロイ ンとい っ

た風 情 の若 いClaraBreretonと 、 エ ネ ル ギ ッ シ ュで決 断 力 に富 む 、 も う若 くな い女 性 た ち一

一LadyDenhamとDianaParkerが ど う発 展 して い くか も謎 で あ る
。ClaraとDianaParker

の活 躍 す る部 分 は、 対 照 が 余 りに も明 瞭 なバ ー レス ク風 ど た ば た喜 劇 に終 始 して い る。 た だ、

Charlotteの22歳 とい う年 齢 は、AnneElliotほ どで はな い に して も、 こ れ ま で の ヒ ロ イ ンに

比 べ て 高 い こ と に は注 意 をす るべ きだ ろ う。22歳 と言 え ば丁 年 をす ぎ、 作 者 は 当然 な が ら大 人

の 女 性 と して の責 任 あ る判 断 と行 動 を要 求 す る はず だか らで あ る。

MargaretKirkhamは そ の著FeminismandFictionの 中 で 、 病 人 の ふ りを して い るMr.

ArthurParkerと 、 精 神 力 と行 動 力 の人DianaParkerの 間 に は男 女 の役 割 の逆 転 が 見 て と れ

る と指 摘 して い る9)。 この よ うな こ とが ヒ ロイ ンの人 格 形 成 に何 か 影響 して くるだ ろ うか。 も っ

と も、 病 人 を め ぐる風 刺 の部 分 は、 作 者 に も し修 正 の筆 を加 え る機 会 が あ れ ば、 恐 ら く も う少

しあ っ さ りと した もの に刈 り込 まれ たの で はな いだ ろ うか 。 む しろ、 読 者 と して先 の展 開 が楽

しみ なの は、 西 イ ン ド諸 島 帰 りの17歳 の娘 、 白人 と黒 人 の混 血 児(halfMulatto)(Chap.11,

p.421)、MissLambeの 存 在 で あ る。 ま った くMargaretDrabbleも 言 う通 り、MissLambe

の よ う な外 国 人 女 性 が オ ー ス テ ィ ンの イ ギ リス 的 な 世 界 に登 場 す る な ど 誰 が 考 え た だ ろ う

か?10)と は い え、17歳 のMissLambeで は とて もCharlotteの 相 手 に は な らな い だ ろ う ことは、

残 念 なが ら確 か で あ る。

MissLambeの 取 り扱 い方 に よ って は、 この小 説 は そ の領 域 を拡 大 す る可 能 性 が あ る と考 え

て よ い の で は な い だ ろ うか 。MissLambeが 未 知 の 世 界 の 人 だ か ら で あ る 。 当 時 、Miss

Lambeの よ うに西 イ ン ド諸 島 の農 園経 営 で ひ と財 産 を っ くって 帰 って き たWestIndiansに つ

い て 、 一 般 の イ ギ リス人 が ど の よ う に 見 て い た か を よ く示 し て い る と 思 わ れ る の は 次 の

Mr.Parkerの 言 葉 で あ る。

Nopeoplespendmorefreely,Ibelieve,thanWestIndians.(Chap.6,p.392)
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西 イ ン ド帰 りの金 持 ち は、 金 の使 い方 を知 らな い と言 わ ぬ ば か りで あ る。LadyDenhamも

WestIndiansに つ いて 、

・…andbecausetheyhavefullPurses
,[they]fancythemselvesequal,maybe,toyourold

CountryFamilies.(Chap:6,p.392)

と言 って い る。 古 くか らのCountryFamiliesと 、 金 の 力 で紳 士 にな った新 興 の 家 族 と の 間 に

微妙 な 差 を設 けた が るの は、EmmaWoodhouseに 共 通 す る心 理 で あ る。

(六)結 論 と して… ・Sanditonへ の投機は成功するか?

Mr.Parkerが 推 進 して い る、Sanditonを 海 水 浴 場 と して売 り出す 計 画 は、 冒頭 の 章 で 彼 の

馬車 が転 覆 した ご と く、 お そ ら く頓 挫 す る だ ろ う と い う の が お お か た の 見 方 で あ る。Roger

Salesな ど は`Sanditonisnewbutalreadydecaying.'11)と して い る し、 榎 本 み な 子 著 『オ ー

ス テ ィツ の小 説 とそ の 周 辺』(英 宝 社)の す ぐれ たSanditon論 も、 同 じ よ う に見 て い る。 事

実 、Charlotteが 馬 車 の窓 か ら見 たSanditonは 「貸 し家 」 の札 が 目 立 ち 、 行 き交 う馬 車 も人

の影 も思 った よ り少 な か った(4章)と あ る。 出資 者 で あ るLadyDenhamは せ っか く建 て た

lodginghouseが な か な か ふ さが らな い ことが 心 配 の種 とな って い る。

だ が、 そ れ に もか か わ らず 、 オ ー ス テ ィ ンはお そ ら くSanditonが そ れ ほ ど大 勢 の 客 を 集 め

な い、 こ じん ま り と した保 養 地 の ま まで 小 説 を終 了 す る こと に何 の違 和 感 も覚 え な か った と思

わ れ る。RogerSalesの 言 うよ うに、 ゆ くゆ く は大 失 敗 に終 わ る投 機 に 熱 中 す るMr.Parker

を 、 作者 が皮 肉 な 目で 見 て い る と は考 え られ な いか らだ。Mr.Parkerは 終 始 、 好 意 的 に 描 か

れて お り、 小 説 はParker家 を 中心 に今 後 も進 ん で い くだ ろ う と想 像 さ れ る。 そ してParker

家、LadyDenham家 、SirEdwardDenham家 を 中 心 に、MissLambeやtheMissBeauforts

な どの 少 数 の 保 養 客 た ち、 そ してWillingdenの 旧式 なHeywood家 、 これ で オ ー ス テ ィ ンに

と って は十 分 な材 料 で あ った だ ろ う。SanditonはMissBeauforts姉 妹 が 注 目 を集 め る程 度 の

小 さな保 養地 で あ る限 り、 オ ー ス テ ィ ンの 世 界 で あ り続 け る の で あ る。

以 上 、 地 主 の 「改 良 」 と い う点 か ら、 ま た、 ヒ ロイ ンの人 物 像 と い う点 か ら、Sanditonを

これ まで の 作 品 と比 較 しな が ら検 討 して み た。 確 か にSanditonに は、 これ ま で の オ ー ス テ ィ

ンの 世 界 に は見 られ な か った 社 会 の 変 化 が 描 か れ て い る。Mr.Parkerの 投 機 熱 、 投 資 家 と し

て の顔 を もっLadyDenham、 貸 し本 屋(library)、 西 イ ン ド帰 りの お 金 持 ち な ど保 養 地 独 特

の 商店 の描 写、 消費 と レジ ャ ー型 の 社 会 、 ま さ に 「ジ ェ イ ン ・オ ー ス テ ィ ンが 非 常 に正 確 な時

代 の観 察 者 で あ る12)」こ とを 確 認 させ る見 事 な描 写 で あ る。 そ して そ の時 代 が 「摂 政 時 代 」 と

い う時 代 で あ る こ と も間違 いな い。

一 方
、Sanditonに 限 らず オ ー ス テ ィ ンの描 く社 会 は相 変 らず 田 舎 の 地 主 階 級 に限 られ て い

る。 これ は一 見 、 固定 した 小 さな 社 会 の よ う に見 え るが 、 実 は か な り変 動 もあ り、 さ ま ざ ま な

可 能 性 を含 ん だ 社 会 で もあ っ た。RaymondWilliamsが 『都 会 と田舎13)』11章 で見 事 に要 約 し

て み せ て い る よ う に、 田 舎 の 地 主 の 家 族 と い って もそ の 出 自 は さ ま ざ ま、 財 産 獲 得 の経 緯 も運

用 の方 法 もそ れ ぞ れ違 うの だ。Mα πsガθZdPα 漉 の 准 男 爵Bertram家 で さ え 、 西 イ ン ドの

Antigua島 で農 園 を経 営 して い る点 で は西 イ ン ド帰 り と何 ら違 う と こ ろ は な い・ オ ー ス テ ィ'
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ンの 田舎 の 「2、3家 族 」 はた え ず 自分 た ち の 土地 を 「改 良 」 し、 「道 楽 」 と して そ の 「改 良 」

を楽 しみ っ っ、 家 の存 続 を はか って きた。Mr.Parkerも そ の点 で は ま ・った く同 じな の で あ る。

注

作 品 の 引 用 は す べ てTheNovelsofJaneAusten,(ed.)R.W.Chapman,3rdEdition(Oxford

UniversityPress,1933)を 用 い た。

1PrideandPrejudice全60章388頁 、Emma54章484頁 に比 べ る とSanditonl2章65頁 は約 六 分 の 一

で あ る。 も っ と もPersuasionは24章252頁 だ か ら、 こ の場 合 は四 分 の一 く らい に な る。

2E.M.Forster,AbingerHarvest,(EdwardArnold,1936).Seep.178.

31ntroductiontoJaneAusten:LadySusan,theWatsons,Sanditon..(ThePenguinEnglish

Library,1974),p.25.

4DavidCecil,APortraitofJaneAusten(HillandWang,1978),Chap.9.

5RachelTrickett,`JaneAusten'sComedyandtheNineteenthCentury'.CriticalEssayson

JaneAusten,(ed.)B.C.Southam(Rout!edgeandKeganPaul,1968,1970)

6A.W.Litz,JaneAusten:AStudyofherArtisticDevelopment(Oxford,1965),Chap.VI.

7ア ンダ ー ラ イ ンを した文 中 二 っ の語 句 は神 戸 女 子 大 学 文 学 部 紀 要 第30巻1997年 掲 載 の 湯 谷 和女 先 生 、

及 び 日本 大 学 経 済 学 研 究 会 研 究 紀 要 第24号1997年 掲 載 の安 部 亮 子 先 生 の論 文 の サ ブ タイ トル か ち 拝 借 さ

せ て い ただ い た。 こ の場 を借 りて お礼 を 申 し上 げ る。

8例 え ば 、OhverMacDonagh,JaneAusten:RealandImaginedWorlds(YaleUniversity

Press,1991)や(RogerSales,JaneAustenandReat)resentationsOfRegency/England.

(Routledge,1994)な ど。

9MargaretKirkham,FeminismandFiction(Athlone,1997),p.157.

10MargaretDrabbleinherintroductiontoJaneAusten:LadySusan,theWatsons,Sanditon.

(Penguin,1974).

11RogerSales,JaneAustenandRepresentationsofRegencyEngland,p.206.

12榎 本 み な子 『オ ー ス テ ィ ンの小 説 とそ の 周辺 』(英 宝社)「 サ ンデ ィ トン ーそ の 背 景 」

13RaymondWilliams,TheCountryandtheCity(ChattoandWindus,1973),Chap.11.邦 訳

「都 会 と田舎 』 山本 和 平 ・増 田秀 男 ・小 川 雅 魚 訳(晶 文 社)

Summary

Itisgeherallyacknowledgedthat8侃(競oη,,JaneAusten'slastnovel,isdifferentinmany,

waysfromherpreviousworks.Thoughsmallofmerit,forwhatwehaveisonlyafragment

ofanovelastheauthorstoppedwritingatitstwelfthchapter;itisofgreatinterestto

thosewhohavereadallherprecedingnovels.

Therearesignsofnewdevelopmentespeciallyinhermaterials.Opening,withacarriage

accident,anenthusiasticleadingcharacter.(Mr.Parker),hisinvestment.inthesea-side

resort,aWestIndianyounglady(MissLambe)and,amongstallothers,theromantic

atmosphereofthesea;theseareexamplesofnewelementswhichindicateachange.Critics

ofrecentdayswhoarehistoricallymindedrecognizetheperiod'sfeaturesofRegency

Englandinthosematerials.Theyevensuggestthatthemessuchas`health-care',
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`speculation'
,`expansionofbathing-places'and`rapidchangeofeconomicsystem'indicate

aRegencycrisis.

Ontheotherhand,itisalsocertainthatinherhandlingofimaginaryinvalidsand

over-energeticpersonsJaneAustenreturnstoherearlierworks.Incharacter-drawing,too,

wefindherusualmockingexaggeratedcomictonewhichisreminiscentofherjuvenile

compositions.Thismeansretreat,perhapsbecauseofherdeclininghealth.

Howthen,shouldwetakethisincongruity?Isthereanythingessentiallynewinherlast

work?

Iwouldansweryes,thoughnotinthesamemeaningashistorianswhowanttofind

typicalsymptomsofRegencyEngland.

Iintendtodiscussthisqueryalongaratherorthodoxline,concentratingfirstlyon
`improvementsoftheirestatesbylandholders'

,andsecondlyon`theheroine'sspiritual

development'.




